
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 29,150,000 29,150,000

交付金額 23,540,000 23,540,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　伊江村字東江前地内

　阿良施設防護柵が約15年、亀公園防護柵整備から約17年が経過しており村民及
び観光客の憩いの場として利用している。
　しかしながら、本施設の防護柵が経年劣化による腐食等があり利用者への安
心・安全が確保できない状況である。
　このことから、本事業で改修工事を実施し、利用者が安全に利用できる環境を
整備するものである。

　整備工事　改修工事　L=289ｍ

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　今後も定期的に保守点検を図り、適切な施設管理を行うことで利用者の安心・
安全を確保する。

　無

【公園利用者の安全確保について】
　整備後、公園利用者へのアンケート調査を行った結果、地域住民の休憩場所と
して安心・安全な環境が確保され、観光の面においても民泊の子どもたちの集合
場所として高い評価が得られた。また、満足度も非常に高かったことから、本事
業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。

事　　業　　評　　価　　書

　漁業集落公園施設改修工事

　伊江村長



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 36,751,000 36,751,000

交付金額 33,108,000 33,108,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　整備工事　RC造平屋建　A=46.45㎡

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【利用者へのサービス向上について】
　青少年旅行村利用者へアンケート調査を行った結果、新しくトイレを整備した
ことで利用者の利便性向上に寄与し、地域住民をはじめ一般観光客からの満足度
も非常に高かったことから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）工事看板へ表示。

　今後も定期的に保守点検を図り、適切な施設管理を行う。

　無

　伊江村東江前区に位置する伊江村青少年旅行村には、ビーチに隣接したキャン
プ場やアスレチック広場を整備しており、地域住民の健康増進及び福祉の向上に
寄与してきた。
　本敷地内にはビーチ側にトイレが１箇所整備されているが、近年、利用者から
アスレチック広場側にもトイレの整備を要望されている状況である。
　このことから、本事業によりトイレを追加して整備することで、伊江村青少年
旅行村利用者へのｻｰﾋﾞｽ向上を図るものである。

事　　業　　評　　価　　書

　伊江村青少年旅行村トイレ整備工事

　伊江村長

　伊江村字東江前地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度 令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 7,171,200 29,607,300 36,778,500

交付金額 6,400,000 24,500,000 30,900,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　西江前集落道10号道路は、地域住民の生活道路として利用されているが幅員が
狭く未舗装の為、利用者の安全が確保出来ない状況であり、地域住民からも整備
が要望されている。
　このことから、本事業により当該道路を整備することで、地域住民が安全に利
用できる生活道路として環境改善を図る。

事　　業　　評　　価　　書

　西江前集落道１０号道路整備工事

　伊江村長

　伊江村字西江前地内

　西江前集落道１０号線（仮）道路整備工事（実施設計）整備事業
　西江前集落道１０号道路整備工事　（延長L=137.6617m W=5.0m）

　平成３０年度～令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【安全な交通の確保について】
　地域住民へのアンケート調査を行った結果、当該道路の利用にあたり、安全で
通りやすくなったとの回答が多く得られ、地域住民が安全に利用できる生活道路
としての環境改善が図られたことから、本事業による成果は得たものと評価し
た。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）工事期間中の工事看板に記載。

　今後も適切な施設管理に取り組む。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円

事業費 25,300,000

交付金額 21,816,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

今後も適切な施設運営・備品管理に取り組み安定的な稼働を確保する。

無

　備品購入
　ろ過式集じん器　一式

令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

円

25,300,000

21,816,000

【補助事業の成果及び評価について】
　機器購入後、１年間の不具合発生状況を確認した結果、不具合件数は０件で
あり、施設の安定的な稼働が確保されたことから、本事業による成果は得られ
たものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
　１）　村ホームページ及び広報誌（R2.7月号）に掲載。

　本村のごみ処理施設Ｅ＆Ｃセンターは、公害対策施設として村の自然環境及
び生活環境を支えている施設である。しかし当該施設は稼働開始から14年が経
過し、施設内のろ過式集じん器機器に不具合が生じ円滑な施設運営に支障をき
たしている。
　このことから、当該施設のろ布の更新をすることで施設の安定的な稼働を確
保し、地域住民の生活環境の改善に寄与する。

事　　業　　評　　価　　書

伊江村Ｅ＆Ｃセンターろ過式集じん器機器購入

伊江村長

伊江村字東江上地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円

事業費 9,240,000

交付金額 7,392,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　本村のごみ処理施設Ｅ＆Ｃセンターは、公害対策施設として村の自然環境及
び生活環境を支えている施設である。しかし粗大ごみの破砕、分別、焼却、埋
め立て作業等年々増加する粗大ごみの処理において、作業効率が悪く円滑な施
設運営に支障をきたしている。このことからホイールローダを購入することに
より、作業の効率、環境整備等円滑な処理体制の構築を図り、地域住民の生活
環境の改善に寄与する。

事　　業　　評　　価　　書

伊江村Ｅ＆Ｃセンターホイールローダ購入

伊江村長

伊江村字東江上地内

今後も適切な施設運営・備品管理に取り組み安定的な稼働を確保する。

無

　備品購入
　ホイールローダ　１台

令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

円

9,240,000

7,392,000

【補助事業の成果及び評価について】
　備品購入後、１年間の不具合発生状況を確認した結果、不具合等は確認され
ず作業の効率化及び環境整備等円滑な処理体制の構築が図られたことから、本
事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
　１）　村ホームページ及び広報誌（R2.7月号）掲載。
　２）　購入備品に「令和元年度沖縄防衛局調整交付金事業」と表記。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 22,000,000 22,000,000

交付金額 17,800,000 17,800,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【施設の安定的な稼働確保について】
　整備後、1年間の不具合の発生状況を確認した結果、不具合及び故障件数は０件
であり、施設の安定的な稼働による生活環境の保全及び公衆衛生の向上等が図ら
れたことから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。

　伊江村字川平地内

　今後も適切な施設の運営を行うことにより、生活環境の保全、公衆衛生の向
上、海洋汚濁防止に寄与する。

　無

　具志排水浄化施設は、村集落内から排出される生活雑排水を処理する施設とし
て自然環境及び生活環境を支えている施設である。
　しかし、当該施設は稼働開始から17年が経過し、各機器類の不具合や故障が生
じ、円滑な施設運営に支障をきたしている状況である。
　このことから、各機器類の更新を行うことにより、施設の安定的な稼働を確
保、生活環境の保全、公衆衛生の向上、海洋汚濁防止に寄与する。
（参考指標）
　年間不具合件数　０回

 制御盤機器、原水設備、駆動装置一式

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　業　　評　　価　　書

　具志排水浄化施設機器購入

　伊江村長



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,245,000 3,245,000

交付金額 2,600,000 2,600,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【安定的な施設管理運営について】
　村民レク広場備品購入後、備品の１年間の稼働状況を確認した結果、安定的な
施設管理が図られたことから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）購入車両に「令和元年度特定防衛施設調整交付金事業」と表記。

　伊江村字東江前地内

　導入した乗用３連リールモアを適正に管理し、今後とも安定した施設管理を行
う。

　無

　本村では、村民レク広場において村内及び村外からの来訪者がスポーツやレク
リエーション、自然環境の中での交流等を行っており、村の観光振興に寄与して
いる。しかしながら、現在所有している乗用３連リールモアは、平成12年の購入
から19年が経過し、経年劣化により前年度使用不能となり、施設管理に支障をき
たしている。
　このため、本事業により乗用３連リールモアの更新を行うことで、安定的な施
設管理を図り、村の観光振興に寄与する。

　乗用３連リールモア　１台

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　業　　評　　価　　書

　村民レク広場備品購入事業

　伊江村長



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 6,639,600 6,639,600

交付金額 5,300,000 5,300,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

　観光地クリーン備品購入

　伊江村長

　伊江村字川平地内

　現在本村は県内外から毎年多くの修学旅行生や、観光客が年間約13万人訪れる
観光地である。平成29年度に策定した伊江村観光振興計画の目標である伊江村旅
行者数18万人へ向けさらなる誘客を図るため、観光地の継続的な環境美化及び保
全に努め、快適な観光客の受け入れを行う。
　しかし、敷地が広い観光地に時間がかかり、既存の備品での作業に遅れが生じ
ているため、業務の効率化を図ることを目的とし機械の導入を進めるものであ
る。
　また、各観光地の巡回回数を増やし、観光客の来訪状況等を加味して作業場所
の優先順位づけを行うことで環境美化作業の効率化に取り組む。
　本事業を実施することにより、利用者が快適に過ごせる環境を整備し、地域全
体の観光振興の向上に寄与する。

　備品購入
・乗用芝刈り機　1台
・軽トラック　　1台
・2トントラック　1台

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　作業所要日数　220日
　本事業の実施により、業務の効率化が図られ、観光地の継続的な環境美化及び
観光客の受け入れ態勢の向上に繋がった。
　また、定期的な観光地巡回の実施により、観光客の来訪状況等を把握し作業場
の優先順位づけを行ったことで作業効率化が図られたことから、本事業による成
果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）購入した車両に「令和元年度沖縄防衛局調整交付金事業」と表記。

　今後も定期的に購入備品の点検・保守を行うことで、適切な備品管理に取り組
む。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 48,191,000 48,191,000

交付金額 44,851,000 44,851,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　伊江島の玄関口である伊江島はにくすに施設は建設から約15年が経過してお
り、フェリー切符売り場をはじめとする観光案内所、物産センター、食堂、多目
的ホール、セミナールームなどの施設があり、観光客や村民の交流の場として利
用している。
　しかしながら、経年劣化等によりターミナル棟の天井板の剥離や防災設備の誤
作動が度々発生しており、本施設の運営に支障をきたしている状況である。
　このことから、本事業を実施し安心・安全に利用できる施設環境を確保するこ
とで、充実した観光産業に寄与するものである。

（参考指標）
　年あたりの故障・修繕回数：０回（過去５年平均回数：２回）

事　　業　　評　　価　　書

　伊江島はにくすに施設改修工事

　伊江村長

　伊江村字川平地内

　実施設計　一式
　整備工事　ターミナル棟　S＝1,400㎡

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【利用者への安全な施設環境の維持について】
・改修後１年間の天井の状況を確認した結果、故障・修繕回数は０回であり、本
施設の安定的な運営が図られた。また、非常用放送設備及び自動火災報知設備の
設置により、安心安全な施設環境の確保が図られたことから、本事業による成果
は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２．７月号）へ掲載。
２）非常用放送設備及び自動火災報知設備へ「令和元年度 沖縄防衛局調整交付金
事業」とシールを貼付。

　今後とも適切な施設の維持・管理を行い、安全・安心に利用できる施設環境の
確保を図る。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 2,681,800 2,681,800

交付金額 2,300,000 2,300,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　本村東江前に所在する保健センターは、これまで村民に対し医療・保健の提供
及び健康増進を図ってきた。
　しかしながら、現在保有している保健車両は、平成13年の購入から18年が経過
し、今日の保健活動を展開していくうえで支障をきたしている。
　このため、本事業により保健車両の更新を行うことで、安定的な医療・保健の
提供を確保し、今後も村民の健康の維持・増進を図るものである。
　（参考指標）１年間の走行距離を測る。
　　　　　　（昨年度走行距離1,847km）

　保健活動車両　１台

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【安定的な医療・保健の提供の確保について】
令和２年度走行距離915km　稼働日数177日
　保健車両の更新を行ったことで、安定的な医療・保健の提供が確保され、村民
の健康維持・増進に繋がったことから本事業による成果は得られたものと評価し
た。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）購入車両に「令和元年度特定防衛施設調整交付金事業」と表記。

　今後も定期的な医療・保健活動の提供を確保し、村民の健康増進を図る。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　保健活動車両購入

　伊江村長

　伊江村字東江前地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,190,000 3,190,000

交付金額 2,700,000 2,700,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　本村では、伊江島一周マラソン大会をはじめ、ゆり祭りなど多数のイベントが
あり参加される人々や修学旅行生など、多くの観光客が来村しています。
　フェリー乗船前には現ターミナルで休憩等を取っておりますが、収容人数が限
られており、旧伊江港ターミナル１階を新たな待合所として開設したところで
す。
　本事業の実施により、利用者が乗船前までに快適に過ごせる環境を確保するこ
とで、充実した観光産業の振興に寄与するものである。

事　　業　　評　　価　　書

　旧ターミナル待合所備品購入

　伊江村長

　伊江村字川平地内

　備品購入
　ロビーチェア（３人掛）　１０台
　ロビーチェア（４人掛）　１０台
　４３型４Kテレビ　　　　　 １台
　テレビ取付架台　　　　　　１台

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価について】
　当該事業により、旧伊江港ターミナルへロビーチェア等の備品を設置したこと
とで、利用客に対して快適に過ごせる環境を提供することができたことから、本
事業による成果は得られたものと評価した。
【住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２．７月号）掲載。
２）公共用備品へ「令和元年度 沖縄防衛局調整交付金事業」と表示。

　今後も定期的に購入備品の点検・保守を行うことで、適切な備品管理に取り組
む。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 5,445,000 5,445,000

交付金額 4,800,000 4,800,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　村内に２か所ある幼稚園は、今年度から２年保育が開始されたが、既存の遊具
が経年劣化により錆などが酷く、修繕を繰り返し、また一部の遊具は使用を禁止
するなど支障をきたしている。
　このことから、本事業を行うことで、幼稚園児の交流の場として活用できる環
境を整備し、生活環境の充実を図る。

事　　業　　評　　価　　書

　村立幼稚園遊具購入整備事業

　伊江村長

　伊江村地内

　遊具整備（鉄棒・シーソー・ブランコ）

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【安心・安全な生活環境の確保について】
・アンケート調査を行った結果、園長や幼稚園教諭らの満足度も高く、園児の交
流の場として活用できる環境整備が図られたことから本事業による成果は得られ
たものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R2.7月号）に掲載。
２）遊具に「令和元年度沖縄防衛局調整交付金事業」とシールを貼り付け。

　整備した遊具の安全確認を継続して行い、幼稚園児が安心して遊べる場を提供
する。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 11,929,000 11,929,000

交付金額 9,990,000 9,990,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　実施設計　一式
　整備工事　S＝331㎡

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価について】
　整備後、東江前区公民館利用者へアンケート調査を実施した結果、「地域活動
の充実が図られた」や、「地域コミュニティーの活性化に繋がった」との回答が
多く得られた。このことから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下の通り実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２．７月号）に掲載。
２）地元区長会にて事業内容を説明。

　今後とも適切な施設の維持・管理を行い、地域住民の地域活動の充実化を図
る。

　無

　平成15年度に集落地域整備事業にて整備された東江前区公民館は、農村地域に
おける地域住民の生活環境の改善のため、農業集落の交流施設として整備され
た。現在は様々な団体に利活用され、地域の行事等に頻繁に活用されている地域
活動の中核施設として定着している。
　しかしながら、区民の主な活動スペースであるホールや舞台等に空調設備が整
備されていないほか、様々な会議が開催されている事務所や会議室の空調も老朽
化が進んでいる状況であり、子どもから高齢者まで幅広い年齢層が夏場に行う区
民活動に大きな支障をきたしている状況である。
　このことから、本事業により空調設備を改修等することで、住民の地域活動の
充実に寄与する。

事　　業　　評　　価　　書

　東江前区公民館空調改修工事

　伊江村長

　伊江村字東江前地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期
及び終期

24年度 令和元年度

円 円 円

交付金 112,700,000 10,000,000

市町村費 0 0

その他 0 0

計 112,700,000 10,000,000

0 21,000,000

112,700,000 57,700,000

事業の改善策及び今後の
対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

45,100,000

40,700,000

117,100,000 68,700,000

伊江村立聖苑

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

環境衛生施設の
稼働日数

産業廃棄物最終処分場：313日

【地域住民の生活環境の改善について】
　村の火葬場である聖苑の稼働（火葬）において、前年度比として30％増となってお
り施設維持費も同様に増加している。焼却炉及び資源化施設、最終処分場について
は、台風及び落雷等による影響も特になく例年どおりの稼働であった。本事業により
生活環境の改善を図ることができたことから本事業の成果を得たものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（Ｒ２.7月号）に掲載。
２）地元区長会に計画内容を周知。

　今後も適切な施設の運営維持を行うことにより、引き続き地域住民の生活環境の改
善に努める。

聖苑：67日
火葬（64）

伊江村Ｅ＆Ｃセンター

焼却炉：210日
資源化施設：131日

　無

伊江村産業廃棄物最終処分場

事業費及び交付金額

基金造成額

基金処分額

基金残額

事　　業　　評　　価　　書

28～30年度

9,000,000

円

0

0

0

0

9,000,000

57,400,000

　伊江村環境衛生施設維持運営事業（基金）

　伊江村長

　伊江村立聖苑、伊江村E＆Cセンター
　伊江村産業廃棄物最終処分場

25～27年度

45,100,000

円

　本村では環境衛生施設として、ゴミ処理施設であるE＆Cセンター及び産業廃棄物最
終処分場と、火葬場である聖苑が設置されており、村内の適切な自然環境及び生活環
境を支えている。
　今般、ゴミ処理施設においては、ゴミの減量化・資源化の促進が求められている状
況であり、本村としては、本年度よりリサイクル業務の強化に取り組んでいる。この
ことから、本事業により安定的な施設の運営維持を図り、地域住民の生活環境の改善
に寄与する。

　環境衛生施設の維持運営

　平成24年度から令和４年まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度 令和元年度

円 円 円 円

交付金 35,000,000 35,000,000

市町村費等 0 0

その他 0 0

計 35,000,000 35,000,000

0 35,000,000

35,000,000 35,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善策及び今後の
対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

　今後とも安定的な保育運営を実施し、子育て世代の定住促進のため、保育サービスの充実を
図る。

基金処分額

基金残額

【安定的な保育環境の維持について】
保育活動日数　286日
１）事業実施期間中の保育活動日数を確認した結果、安定的な保育運営が図られたことから本
事業による成果は得られたものと評価した。
２）事業実施期間中の保育を利用した保護者へアンケート調査を行った結果、保育の質や保護
者の就労支援も向上しているとの回答が多く得られ、子育て世代が利用しやすい保育環境の維
持が図られたことから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）　村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）　保育所利用児童保護者へ園だより（R２．８月号）等により周知。

保育士の給与　19名

平成30年度～令和５年度

事業費及び交付金額

基金
造成額

円

　本村の保育所は、村内に居住している就学前児童に対して保育活動を実施し、子育て世代の
定住を促進するため保育サービスを充実させている。
　また、近年の児童数増加に伴い、保育士を増員するなど最善な保育を実施できるよう取り組
んでいる。
本事業を実施し、今後も安定的な保育所運営を行うことで、子育て世代が利用しやすい保育環
境の維持を図る。

事　　業　　評　　価　　書

伊江村立保育所運営事業

伊江村長

伊江村地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

円 円 円 円

交付金 4,700,000 4,700,000 4,700,000 4,700,000

市町村費等 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

計 4,700,000 4,700,000 4,700,000 4,700,000

0 4,170,000 4,700,000 4,700,000

4,700,000 5,230,000 5,230,000 5,230,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善策及び今後
の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

無

今後も適切な施設管理に取り組むとともに、施設の利用促進に取り組む。

0

【地域住民等の健康増進やスポーツ振興の推進について】
　本事業の実施により、地域住民等の健康増進及びスポーツ振興の推進と福祉の向上が図ら
れた。また、アンケート調査結果において、施設利用者の満足度が非常に高かったことか
ら、本事業による成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）　村ホームページ及び広報誌（R2.7月号）に掲載。
２）　地元区長会にて計画内容の周知。

基金処分額

基金残額 5,230,000

　本村において、地域住民等の健康増進及びスポーツ振興を図る活動拠点として、多目的屋
内運動場、野球場及び陸上競技場（以降「伊江村総合運動公園施設」という）の整備を進め
ており、その内多目的屋内運動場については、平成28年4月から供用開始、野球場は令和元
年5月に供用開始をしている。
　このことから、本事業により伊江村総合運動公園施設の安定的な維持運営を確保し、地域
住民等の健康増進及びスポーツ振興を推進することによって、地域住民等の福祉の向上を図
るものである。

0

4,700,000

4,700,000

事　　業　　評　　価　　書

伊江村総合運動公園施設維持運営事業

伊江村長

伊江村字東江前地内（多目的屋内運動場）

伊江村総合運動公園施設維持管理運営に係る人件費、光熱費

平成27年度から令和7年度まで

事業費及び交付金額

基金
造成額

令和元年度

円

4,700,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補助事業の内容

補助事業の始期及び終期

26年度 27年度 28年度 29年度 令和元年度

円 円 円 円 円

8,000,000 8,000,000 8,000,000 8,000,000 12,144,000

市町村費 0 0 0 0 0

その他 0 0 51,855 38,800 66,025

計 8,000,000 8,000,000 8,051,855 8,038,800 12,210,025

0 5,582,182 7,400,000 7,461,000 7,700,000

8,000,000 10,417,818 11,069,673 11,647,473 16,978,663

補助事業の成果及
び評価並びに地域
住民への周知の実
施状況

事業の改善策及び
今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

事業費及び交付金
額

基金
造成額

30年度

交付金

　本村では、内閣府補助により、救急患者搬送や沿岸区域での水難事故等の救助活動、災害時の
物資供給活動等を行うための「伊江村救急患者搬送船」を平成26年度に整備完了し、本村内の救
急医療及び危機管理体制の充実化を図ることとし、平成27年度から供用開始している。本事業に
より当該救急患者搬送船の運営事業を行うことで、今後の安定的な維持運営を図る。

（参考指標）
　間接的指標：救急患者搬送等に係る所要時間
　　通報から出動まで　　　　約10分（平成26年度　約15分）
　　伊江港から渡久地港まで　約15分（平成26年度　約23分）

　伊江村救急患者搬送船運営費

　平成26年度から令和8年度

12,468,638

0

121,165

8,121,165

7,300,000

伊江村救急患者搬送船運営事業

　伊江村長

　伊江村地内及び本部町水納島地内

事　　業　　評　　価　　書

【補助事業の成果及び評価について】
令和元年度搬送実績71件
　本島までフェリーで30分かかる航路を平均時間訳15分で搬送している。本事業により、救急患
者搬送船の安定的な維持運営を行うことができ、地域住民への救急医療の向上を図ることができ
たことから、本事業の成果は得たものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下の通り実施】
１）　村ホームページ及び広報誌（R2.7月号）に掲載。
２）　地元区長会にて周知。

　今後も適切な施設運営・管理に取り組むとともに、年に数回消防機関と連携した搬送訓練を実
施し、円滑な搬送が行えるよう取り組んでいく。

　無

円

8,000,000

基金処分額

基金残額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

円 円 円 円 円 円

交付金 30,000,000 35,000,000 35,000,000 30,000,000 35,000,000 35,000,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

計 30,000,000 35,000,000 35,000,000 30,000,000 35,000,000 35,000,000

0 27,816,000 31,625,000 34,955,000 35,000,000 35,000,000

30,000,000 37,184,000 40,559,000 35,604,000 35,604,000 35,604,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善策及び今後の
対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　伊江村立診療所透析センター維持運営事業

　平成26年度～令和６年度

　今後も安定した医療の提供を確保し、透析患者の負担軽減及び安定した伊江村立診療所
透析センターの維持運営を行う。

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基金
造成額

基金処分額

基金残額

【伊江村立診療所透析センターの安定的な維持運営について】
　年間の施設稼働日数を確認した結果、人工透析センターの安定的な維持運営や医療の安
定化による人工透析利用者の負担軽減が図られたことから、本事業による成果は得られた
ものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（R２.７月号）に掲載。
２）地元区長会にて事業内容を説明。

事　　業　　評　　価　　書

　伊江村長

　伊江村字川平地内（伊江村立診療所透析センター）

　伊江村立診療所は、本村唯一の医療機関であり、これまで村内における医療・保健の提
供及び健康の維持・増進を図ってきたが、本診療所では透析患者に対する設備が整ってお
らず、透析患者は、透析を受けるためやむを得ず村外の医療機関への受診となるため、度
重なるフェリー移動を余儀なくされていた。
　今般、本村の医療の充実化を図り、平成26年度に人工透析センターを開設し、透析患者
の負担軽減を図ったものである。
　このことから、本事業により伊江村立診療所透析センターの運営事業を行うことで、安
定的な維持運営を図り、地域住民の医療環境の改善に寄与するものである。

  伊江村立診療所透析センター維持運営事業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

円 円 円 円 円 円 円

交付金 49,561,650 28,491,200 46,229,000 47,000,000 0 5,000,000 0

市町村費等 6,000,000 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

計 55,561,650 28,491,200 46,229,000 47,000,000 0 5,000,000 0

0 47,142,000 25,650,000 40,608,000 42,822,000 10,044,000 16,015,850

55,561,650 36,910,850 57,489,850 63,881,850 21,059,850 16,015,850 0

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善策及び今後の
対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基金
造成額

基金処分額

基金残額

事　　業　　評　　価　　書

　今後とも水道施設の更新を継続して行うことにより、地域住民への飲料水の安定的な供給を行う。

　無

　伊江村水道施設整備事業

　伊江村長

　伊江村字川平地内

　本村における水道施設については、整備後30年以上経過し、著しい老朽化のため配水の不具合が生じ
ている状況である。
　このことから、本事業により村全域の水道施設の更新を行うことで、地域住民への飲料水の安定的な
供給を図るものである。

　水道施設整備

　平成25年度～令和元年度

【飲料水の安定的な供給について】
　整備後、１年間の不具合の発生件数を確認した結果、配水の不具合件数は０件であり、地域住民へ安
定的な飲料水の供給が図られたことから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌に（R２．７月号）に掲載。
２）地元区長会にて計画内容を説明。
３）工事期間中の工事看板に記載。


